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“Tariffs are the greatest!” 
 






















































































































一つの大国と複数の小国が 2 種類の財（財 1 と財 2）を貿易している世界を考えよう。




















筆者の計算によれば、ある 1 カ国の市場規模が 3 カ国合計の 48%を超えると、
この国は関税戦争に勝つことができる（自由貿易より高い実質所得を得る）。残り
の 2 カ国は敗者となる（自由貿易より実質所得が低下する）。Kennan and Riezman
（1988）とはモデルは全く異なるが、ここでも関税戦争に勝者と敗者が生まれるケ
ースは稀とは言えない。 
A 国が勝者に、B 国と C 国は敗者になるとしよう。敗者になってしまうのは自国の
市場規模が小さく、関税による交易条件操作の影響力が小さいからである。そこで、






















先の関税戦争抑止の議論では B 国と C 国が関税同盟を締結することを「前提」と
していたが、そこには注意が必要である。両国の市場規模が同程度であれば、この両
国は関税同盟を締結することでお互いに実質所得を増やすことができる。しかし、片
方の国、例えば C 国の市場規模が小さい場合、B 国にとっては C 国と関税同盟を締
結するメリットがないこともあり得る。筆者のモデルの計算例では、C 国の市場規模
が少なくとも B 国の 6 割程度はないと、B 国は C 国と関税同盟を締結する合理性が
ない。C 国との関税同盟は B 国の実質所得を関税戦争の状態より下げてしまう。B 国
にとっては、市場規模の大きな A 国に対して関税を引き上げ、市場規模の小さな C 国








もそも、先述したモデルでは A 国の市場規模のシェアが 52%を超えてしまうと、B 国
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